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13)EAP療法.外照射か鳶功した甲伏脱末分
化癌(ハl剛

言 ･:lt'■: ‥ ∴:l - 3 ､栗I11 雄二
11.･:野 宗明･佐 木々方･失
赤井 虚彦 ( 同 外科)

斉藤 真理 L rL.1 放射線科)

鈴木 上武･角FTl 弘 ( 同 病f即

胸腔転移,リソバ節転移をきた した甲状腺未分化癌症

例をこ,手術操作を加えず,EAP (山部 EP)療法 と外

照射を行い,著明に軽快し退院せしめた患者を報告する.

L症例]59才,女鷹.既往牒:197:膏二.:1廿 乳癌にて

定型的乳房切断術を施行され '81牛より1･･Ix.九仙1(∴

5ドU.TAM 療法を繰り返し･-1けた.現病惟 :189年12

rL 曳部 りンべ節腫脹をきたし急速;こ腫大する.(.丁′1'に

て甲状腺腫癖,瓜部りンIi節転移,胸椎1.二_)転移を認

め争頚部 リンパ節生検,甲状腺細胞診より甲状腺莱分化

癌鳥 を断 した.経過 :'90年1月一胸椎に こil)(I;～,し')汁

照射を行し､.次し､て.中心静脈栄養を行い-1.1-..-.:J'肌さ6

什 (:'Ⅰ)I)I'1,u)mg.I/JtOPO.1/,10111g＼3,3†ll'ボtJ,(二､け

4月2tE:jf7に二iI/･-,iRを施h･L上.5F~128口よ.I)魚部に

5朕貢ぎの外照射を追加 した.触診及び CT所鳳では腰

癌は掛粧こ縮小し. 6月25LI.1＼･･'トlを抜去し.TIll)

∩,元気に退院した.

摘う民間療法によ り治療 開始 が遅れた進行性骨

肉腫 2f軸 こ対す る治療IJ蟻矩斗ヒ頼検討

牛越 章･斉藤 英彦
井上 吾t,I.1･堀川 竹夫
大塚 蔑 ･~~大桐亜早手 欄浦-:i大学軒桁外科1)

小児の骨肉腰治療は,四肢切断を必要 とする場合があ

り.早期に診断さIlて4-､,患者や家族ハi留真-'･')協力が

得られないことがある,殿近民間療法を求め,寒格的治

療開始が遅れた骨肉廠2例を経験 した.

症例1:12:Y,女.左入腿骨骨肉腫.86年llJL ,削市

場を指摘 されたが,約 1隼の上部 -TFJ噴法練に.当村入院 し

た.H71f:'･7J十十大腿切断を施行 Lたが.外腸骨静脈に及

ぶ藤痴塞栓 もあり予後不良と考えられた.術後化学療法

車をこ,発生 した肺転移厳の切除を要 したが,その後局所

再発や転移巣な く, 3年 8カ月の現在無病で高校生活を

お くっている.

症例2:16才,男,左下腿骨骨肉腫.89年 1札 他医

にて骨腫癌を指摘 されるが約半年の民間療法後に当科入

醍.入院時すでに.育.肺LT)多発性転移があー･､た.術前

化学療tl;A.左入腿切断.さ吊 こ術後化学療法を施行 した

が.90年 1仰呼吸 不全Lr.)ため永眠 された.

対照的な転帰の原因につき考察を加える.

大倉 裕 二･花野 政略
′恒也 L~L:_･柴H l7tlい 新潟大学第 小甘い

症例は76歳女~性__8狛 :一日 】Ilo A九/ll- Ml-lLi:診断

され l~)～.:'P+sn･lこ111dost-_)^rilC にて宵解導 入時法が

施行され 6J~J16t]完全偲解と左-A-､た.治療中,敗血症.

頭無腐性壊死を併発 した. 8月22日より,DVP+VP16

にて宵解風化療法が施行され l(川 7日退院.そL')後,

無治療にて経過観察 さ行 ていたが.90年5i:JIOH再発.

仁Iを併用 した.治療中.G-ぐSt/にしい )鞘粒球数は充分

な数 を保つことがで きたが,貧血は進行 し頻回の輸血を

要し た .治療後柑=こぼ.血小板は回復傾r,L】Ji_:示Lた.狛

療 期 間 は計竣6日間で治療終了後17日馴 こ完全寛解となっ

た.

16 日 】(.l重 病に対 す る根治手術の意義

臼 井 良夫 ･l吊､j 典正
黒 崎 功 ･矧 暮】 --一博

胆液痛(Jl根治切除L.7)意義に-)き検討 した.11阿東ハ

7)ソバ流の検討 :術中に狼藤療投下の リンパ管, 12b2

.Jンぺ節に色素を注 入した.色素はます 12h2へ.汰

いで lL'l)2.1こiこlり,.･rlべ節-流入した.12pL).13こlLl二1(i

リソバ節は直接変通 していた,12p2,13aは 2群中で

胆激に最 も近 く,かつ遠隔 リソバ節への関門でもあ り ,

その蛮聾性が示 された.2)敬治切除の成績 :ま2p2月3後

を中心とした2群 リソバ節の徹底郭清を59例をこ行った結

果∴ltNM 分BTiで(r)STllGll.I. rT. m(''15牛率はそ

れぞれ IOOOo.93Oo.･130.て成 一-､た.STAGll:TVは2生

率27%であった,(結語∋観治手術により,STAGE Ⅱ

までの胆嚢癌ははば治癒可能であ り STAGEⅢの予後

もかなり良好であった. しか し限治手術を行っても ST-

AGEWの予後は極めて不良であった.


